
 

多摩市非核平和都市宣言 

 

 多摩市は、この緑豊かな土地に生まれ育ち、あるいは全国各地

から夢と希望を持った、多くの人たちが集まってできたまちです。

私たちは、太陽の光あふれるこの多摩市で、穏やかな日々の生活

を平和だと感じて暮らしています。  

 この暮らしのなかで、いつしか広島・長崎の記憶が薄れつつあ

り、世界には今もたくさんの核兵器が存在すると知りながら、平

和は失われやすいことを忘れかけていました。 

 平成 23年 3 月の東日本大震災と福島第一原子力発電所事故に、

私たちは多くのことを学びました。自然の力に対する謙虚さを忘

れ、人間の科学技術を過信していたこと。安全と言われていた原

子力発電所から、ひとたび事故が起これば大量の放射性物質が拡

散され、大事に育て築いてきたものが、たちまち奪われうること

を。  

 私たちは、人と人との絆を大切にし、原子力に代わる、人と環

境に優しいエネルギーを大事にしていきます。そして、戦争がな

く、放射能被害のない平和な世界に向けて、みんなが笑顔で、多

様ないのちがにぎわうまちを、多摩市から実現していきます。  

 現在、そして未来の子どもたちに戦争の悲劇と平和の大切さを

伝え、他の都市とともに世界の人々と手をたずさえて、全ての核

兵器の廃絶と平和な社会を求めるために、ここに多摩市が非核平

和都市であることを宣言します。 

平成 23年 10 月 24 日 
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2015 年 7月 2日 

戦争は、防衛を名目に始まる。 

戦争は、兵器産業に富をもたらす。 

戦争は、すぐに制御が効かなくなる。 

戦争は、始めるよりも終えるほうが難しい。 

戦争は、兵士だけでなく、老人や子どもにも災いを

もたらす。 

戦争は、人々の四肢だけでなく、心の中にも深い傷

を負わせる。 

精神は、操作の対象物ではない。 

生命は、誰かの持ち駒ではない。 

海は、基地に押しつぶされてはならない。 

空は、戦闘機の爆音に消されてはならない。 

血を流すことを貢献と考える普通の国よりは、 

知を生み出すことを誇る特殊な国に生きたい。 

学問は、戦争の武器ではない。 

学問は、商売の道具ではない。 

学問は、権力の下僕ではない。 

生きる場所と考える自由を守り、創るために、 

私たちはまず、思い上がった権力にくさびを打ちこ

まなくてはならない。 

自由と平和のための京大有志の会 


